
飼
料
用
稲
（
米
）
の
生
産
と
活
用
に

向
け
た
技
術
の
ポ
イ
ン
ト
　

的確な栽培管理で生産性の向上を

飼
料
用
稲
（
米
）
を
生
産
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
生
産
の
ポ
イ
ン
ト

品
種
特
性
に
応
じ
た
栽
培
管
理
を

多
収
性
品
種
は
養
分
供
給
が
必
要

窒
素
成
分
　

慣
行
の

～
２
倍
量
を
増
肥

２
㍉
以
下
の
粉
砕
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
代
替

利用増す稲発酵粗飼料専用種

消化率高く栄養ロス少ない 飼
料
用
稲
（
米
）
の
活
用
方
法
と
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

粒
厚
・
色
彩
選
別
が
不
要

コ
ス
ト
低
減
に
期
待

クサホナミ たちすずか

リーフスター クサホナミ

　企画広告　 ４（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）９月３日（金）

　
２
０
２
０
年
度
の
飼
料
用
稲
の
作
付
面
積
は
、
稲
発
酵
粗
飼
料
用
稲
が
約
４
万
３
千
㌶
、
飼

料
用
米
は
約
７
万
１
千
㌶
と
な
り
、
合
計
面
積
は
水
稲
作
付
面
積
約
１
５
８
万
㌶
の
約
７
・
２

％
を
占
め
る
。
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
（

年
３
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
も
、

飼
料
用
米
に
つ
い
て
は

年
度
の
生
産
努
力
目
標
は

万
㌧
と
生
産
拡
大
が
位
置
付
け
ら
れ
、

引
き
続
き
生
産
性
の
向
上
と
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

筑
波
大
学
　
生
命
環
境
系
　
助
教
　
加
藤
　
盛
夫


飼
料
用
稲
ク
サ
ホ
ナ
ミ
（
左
）
と
た
ち
す
ず
か


疎
植
栽
培
の
リ
ー
フ
ス
タ
ー
（
左
）
と
ク
サ
ホ
ナ
ミ

飼
料
用
稲
の
耕
起
同
時
乾
田
直
播

　
飼
料
用
稲
の
生
産
は
、
主
食

用
米
の
需
要
量
減
少
の
中
で
水

田
の
有
効
活
用
と
飼
料
自
給
率

向
上
に
貢
献
す
る
が
、
コ
ス
ト

削
減
や
単
収
増
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
が
必
須
で
あ
る
。

　
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
は
多
収

性
品
種
を
用
い
た
多
収
栽
培
が

重
要
で
、
品
種
特
性
に
応
じ
た

栽
培
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。

　
（
参
照
＝
「
飼
料
用
米
生
産

コ
ス
ト
低
減
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
農
水
省
／

年
１
月
）
、

「
多
収
品
種
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て

多
収
品
種
の
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル

」
（
同
／

年
１

月
）
）

　
多
収
性
品
種
は
、
籾
収
量
に

応
じ
て
茎
葉
収
量
も
大
き
い
た

め
、
吸
収
量
に
応
じ
た
養
分
供

給
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
品
種

特
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

一
般
品
種
に
比
べ
慣
行
施
肥
よ

り
窒
素
成
分
で

㌃
当
た
り
６

～
７
・
５
㌔
程
度
の
増
肥
（
１

・
６
～
２
倍
量
程
度
）
が
必
要

で
あ
る
。

　
多
収
性
品
種
は
晩
生
品
種
が

多
く
、
一
般
品
種
に
比
べ
て
生

育
期
間
が
長
く
な
る
の
で
、
灌

漑
水
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

一
部
の
品
種
は
ベ
ン
ゾ
ビ
シ
ク

ロ
ン
な
ど
の
除
草
剤
成
分
に
感

受
性
が
あ
る
た
め
、
使
用
可
能

な
農
薬
の
選
択
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
稈
が
太
い
こ

と
か
ら
コ
ン
バ

イ
ン
の
負
担
も

大
き
く
な
る
。

主
食
用
米
へ
の

混
入
防
止
に
も

注
意
を
払
う
必

要
が
あ
る
。

　

直

播

栽

培

は
、
育
苗
作
業

が
省
略
さ
れ
、

育
苗
に
か
か
る

資
材
・
人
件
費

が
不
要
に
な
る

の
で
、
規
模
拡

大
や
生
産
コ
ス

ト
低
減
が
期
待

で
き
る
。
導
入

に
は
、
圃
場
条

件
に
応
じ
た
適

切
な
播
種
方
式
を
検
討
し
、
出

芽
苗
立
ち
の
確
保
と
と
も
に
精

密
な
水
管
理
と
適
期
防
除
に
よ

る
雑
草
管
理
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。

　
疎
植
栽
培
は
、
慣
行
の
移
植

栽
培
に
比
べ
て
株
間
を
広
く
し

て
栽
培
す
る
技
術
で
、
慣
行
と

同
じ
育
苗
機
材
や
機
械
装
備
で

対
応
で
き
、
苗
数
・
苗
箱
数
の

削
減
か
ら
省
力
・
低
コ
ス
ト
栽

培
が
可
能
と
な
る
が
、
寒
冷
条

件
で
は
十
分
な
茎
数
が
確
保
で

き
ず
減
収
の
可
能
性
が
あ
る
。

圃
場
の
病
虫
害
・
雑
草
の
発
生

状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
が

必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
乳
苗
移
植
栽
培
、

プ
ー
ル
育
苗
の
導
入
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　
肥
料
費
の
低
減
に
は
、
家
畜

糞
堆
肥
な
ど
の
活
用
、
リ
ン
酸

や
カ
リ
成
分
が
少
な
い
安
価
な

肥
料
の
施
用
、
安
価
な
高
窒
素

成
分
の
単
肥
（
尿
素
や
硫
安
な

ど
）
の
追
肥
利
用
な
ど
が
有
効

で
あ
る
。
施
肥
法
と
し
て
は
、

育
苗
箱
全
量
施
肥
法
、
流
し
込

み
施
肥
、
肥
効
調
節
型
肥
料
の

利
用
に
よ
る
側
条
施
肥
法
の
導

入
が
省
力
化
に
貢
献
で
き
る
。

　
飼
料
用
稲
の
利
用
形
態
と
し

て
は
、
稲
発
酵
粗
飼
料
、
飼
料

用
米
お
よ
び
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ

が
あ
る
。
稲
発
酵
粗
飼
料
で
は
、

極
短
穂
茎
葉
型
品
種
が
開
発
さ

れ
、
サ
イ
レ
ー
ジ
発
酵
に
必
要

な
糖
が
８
～

％
（
乾
物
中
）

含
ま
れ
、
従
来
品
種
よ
り
も
繊

維
の
消
化
率
や
可
消
化
養
分
総

量
（
Ｔ
Ｄ
Ｎ
）
も
高
く
、
不
消

化
子
実
に
よ
る
栄
養
ロ
ス
も
少

な
い
こ
と
か
ら
利
用
が
増
え
て

い
る
。

　
（
参
照
＝
「
高
糖
分
高
消
化

性
イ
ネ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
生
産
・
利
用
の
手
引
き
」

（
高
栄
養
飼
料
生
産
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
／

年
３
月
、
「
稲
発

酵
粗
飼
料
生
産
・
給
与
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
第
７
版
」（
（
一
社
）

日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
／


年
３
月
）

　
飼
料
用
米
の
豚
へ
の
給
与
で

は
、
２
㍉
以
下
に
粉
砕
す
る
こ

と
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代
替

と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
が
示

さ
れ
、
背
脂
肪
の
脂
肪
酸
組
成
、

離
乳
子
豚
の
飼
養
成
績
の
改

善
、
鶏
で
は
そ
の
ま
ま
給
与
で

き
、
卵
黄
色
が
薄
く
な
る
な
ど
、

そ
の
特
徴
を
生
か
し
た
畜
産
物

生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
収
穫
・
調
製
作
業
で
は
、
飼

料
用
米
は
整
粒
を
確
保
す
る
粒

厚
選
別
や
色
彩
選
別
が
不
要
で

あ
る
。

　
圃
場
に
お
け
る
立
毛
乾
燥

が
、
乾
燥
に
か
か
る
経
費
を
低

減
で
き
る
。
籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ

は
、
収
穫
し
た
米
（
生
籾
米
）

を
破
砕
処
理
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
コ
ン
テ
ナ
に
密
封
保
存
し
て

サ
イ
レ
ー
ジ
化
し
た
も
の
で
、

乾
燥
調
製
が
不
要
の
た
め
コ
ス

ト
低
減
が
期
待
で
き
る
。

　
稲
発
酵
粗
飼
料
の
収
穫
・
調

製
に
関
し
て
は
、
専
用
品
種
は

長
稈
で
、
従
来
の
自
脱
型
コ
ン

バ
イ
ン
収
穫
機
で
は
作
業
効
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
マ
ル
チ
ヘ
ッ
ダ
を
装
着
し

た
新
し
い
微
細
断
収
穫
体
系
が

提
案
さ
れ
て
い
る
。
微
細
断
に

よ
り
圃
場
外
へ
の
高
密
度
輸
送

が
可
能
で
、
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ

へ
の
展
開
も
期
待
さ
れ
る
。

　
農
地
集
積
・
団
地
化
、
作
期

分
散
に
よ
る
大
規
模
化
の
推
進

に
よ
り
、
収
穫
機
や
乾
燥
施
設

の
稼
働
率
が
向
上
す
る
こ
と

で
、
面
積
・
収
量
当
た
り
の
機

械
費
・
光
熱
動
力
費
の
低
減
が

可
能
で
あ
る
。
栽
培
・
収
穫
は

組
織
的
取
り
組
み
が
多
い
た

め
、
作
業
効
率
化
の
た
め
の
作

業
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
が
開
発

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
利
用
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。


